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⑤ Plan Do See Think のサイクル
イベントを実現するために，企画し準備していく段階


































































































































































































Ⅴ ま と め
研究費もマンパワーも圧倒的に少ない中，なんとか智
慧を使い，附属劇団の活動とともに，劇場を利用した地
域の活性化，演劇における“知”の継承など，地道に取
り組んでいきたいと考えている。
「イベント指向型教育」のモデルを利用したワーク
ショップは，文化庁や文部科学省が勧める「児童生徒の
コミュニケーション能力の育成に資する芸術表現体験」
に十分活用できるので，その参加を検討しようと思って
いる。また，それとは別に，独自に行っている高校生や
一般の方々に対するワークショップを充実させ，地域の
活性化及び地域社会に貢献しうる人材の育成にこれまで
以上に努めて行きたいと考えている。
付記
この研究報告は，平成２３年度北方圏学術情報センター
の助成を受けて行われている。
注１）及び注２）：
現状ではまだ在校生を準団員として迎え入れていな
い。
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